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ナガイモの支柱仕立法による生育・収量に及ぼす研究

工藤　洋一・平尾　陸郎

（青森県畑作園芸試）

1　ま　え　が　き

本県のナガイモは〝青森の洗いながいも〝　として県

外市場で銘柄晶となっている。その栽培面積も昭和40

年度の205haから45年度440ha，47年度は750ha

が予想され，年々産地の拡大をみている0　このように

特産化されたナガイモの栽培上の問題点の一つとして

近年支住用資材の不足による価格の上昇，慣行合掌仕

立では労働力不足による適期作業の困難性，また，生

育中，ナガイモの蔓が支柱上部に集合し，その部位に

病虫害を多発し，収量を低下させていることが挙げら

れる。

これらを解決するために慣行の竹支柱仕立に代わる

支柱仕立法を試験したのでその結果を報告する0

2　試　験　方　法

1　試験年次　19°8年～1971年

2　供試品種および植付時期　在来種（がんくみじ

か），5月上～中旬

5　区制と面積　‖）合掌（竹）支柱区

12）直立ネット支柱A区（第1回）

（3）直立ネット支柱8区

第1回　直立ネット支柱

1区Sdが，5区制

4　栽植距離（】）区と（2）区吐幅18ロのⅥ，粂間90（瀧，

凍間55のガの抱吐518本／乱。（3）区畦幅150上聞，粂

間80（職，扶間55の竹の抱畦582本／孔。

5　施肥量（第1表）

第1表　10a当たり施肥量

全 施肥量 元　 肥
追　 肥

1 2 5

堆　 肥

苦 土石灰

t

4

晦
2 0 0

t

4

毎
2 0 0

毎
7

7

吻
7

7

毎
7

7

Ⅳ 4 1 2 0

ア2 0 5 4 1 2 0

Ⅹ2 0 4 1 2 D

‘　試験場所

川畑園試　三戸部五戸町字上訴井田九

（2）現地農家（∋三戸郡五戸町字切谷内

②上北郡東北町字甲地

5　試　験　結　果

1　支柱仕立法別生育状況

仕立法別に地上部の生育状況を茎葉の伸長の終わっ

たころと思われる9月14日に調査した。

地上部重では仕立法別に，比較的差が認められない

が，蔓重は合掌区が最も重く，次いでネットB区，ネ

ットA区の順であり，菓重は逆に合掌区，ネットA区，

ネットB区の順に軽かった（第2蓑）。合掌区は蔓が

重いのに反して菓重がネット区より軽い傾向が見られた。

2　茎葉の分解分析詞査

仕立法別に菓面乳　受光面積（弱，強），平均一葉

重，全菓中のN含量について調査した。調査法は茎葉

面にほぼ直角に白ラッカーをスプレーガソでスプレー

し，葉に直接自ラッカーの塗布された部分を強受光菓

とし，スプレーしても薫が重複して塗布されなかった

部分を弱受光薬とした。

位立法別，菜面軌ま合掌区に比べてネットA区が若

干多く，ネットB区は最も多かった。
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第2表　茎葉の分解分析調査（1区10，505が8個体）198R918

地上部重 蔓　 垂
菓　 重 強受光 弱受光 1）平均一 強受光菓 弱受光菓 強受光 全案中
（A ＋B ） 菓重 A 菓重 B 菓　 重 面　　 積 面　　 碩 1 ．もⅠ． Ⅳ含量

卿 ク花月

4 ．0 4

侃ダ

5．2 7 4 1 口．7 9 8 5 4 ．5 2

8 ，2 5 9 1 0．0 5 7 4 ．8 2 ‘0．7 9

8 ．0 9 5 12 ，0 0 2 8．2 0 8 7 5 2

グ グ グ グ ダ

5，dl d 9 5 0 2．59 1 1，28 5 1．5 D d

5．88 5 8 0 0 2．6 8 8 1，8 8 5 1．0 0 5

5，75 8 8 8 0 2．8 2 8 1，9 0 （i － 9 2 0

注．1）菓重50㌢中の平均一葉重

次に光合成に最も影響のある，強受光葉についてみ

ると，合掌区が2，274叫こ対して，ネットA区は6，259

が，ネット8区が8，095がとネット区が2D～50廃も

多かった。

平均一葉垂は盛受光葉面積と同一の傾向がみられ，

合掌区が軽く，次いでネットA区，ネットB区が最も

重かった。

全菓中のNの含量の多少は葉緑素の量と関係が深い

ので，葉中のN含量を仕立法別にみると，ネットB区

が最も多く，次いでネットA区，合掌区の順に少なくな

っている。このことからネット仕立の葉は合掌仕立の

葉より光合成能力が高いと考えられる。

5　仕立法と収量調査

（1）畑園試圃場試験

仕立法別，収穫時のイモの肥大状況は芋長で合掌区

よりネット区が若干長く，首長は大差ないが，芋径と

芋重は合掌区よりネット区が，太く，重かった（第5

表）。

1988年～’70年までの各年次とも収量では合掌区＜

ネットA区＜ネットB区の順であり，明らかにネット

仕立は合掌仕立に比べて芋の太りが良く，収量も高か

った。

第5表　収穫時調査
1989年

芋長1） 首長1） 芋径1） 芋も ）茎葉も ムカ彗 ）

合掌区

ネットA 区

ネットB 区

（：7乃
7 5．4

7 5．6

7 4．9

C，方 グ

8 2 4

9 5 8

9 5 2

極 グ

1 5．7

1 5．2

1 5．7

4．7 5

4．8 1

4．8 2

1 8．5 8

1 貸2 5

2 2．8 1

1 4 5．5

2 9 8．5

5 2 ？d

注．1）4区20個体平均

2）5区平均，1区24．5が77本

（2）現地試験

現地は本県でも比較的温暖な三戸郡五戸町字釘谷内

の農家とヤマ七の影響の強い冷涼な東北町字甲地の農

家で試験し，その結果を見た。

仕立法別には五戸町，東北町とも合掌区に比べてネ

ット区の収量が高く，試験年次ごとにネット区が勝っ

ている（第4表）。

第4蓑　仕立法別，年次別a当たり収量と一本重

1）合掌 区 2） ネ ットA 区 5 ）ネ ットB 区

年 場 収

本

重

収

本

重

収対 収

本

重

蜘 ）

次 所 1ヨ一
昭．

量 最 比 最 最比

1 9 6 8 試 験 場
毎

1 8 2．2 5 7 4

　 毎

2 0 5．

牙

8 4 1

　 卑

1 1 1．

毎

5 0 8．5

ダ

72 7 1 2 2．819 8 9 5 1．1 8 7 8 2 7 2．1 7 （〕7 1 0 8．

1 9 7 0
／′
6 0．7 8 2 0 2 8 8． 9 0 8 1 1 0．8 5°5．5 9 5 4 15鼠4

〝 東 北 町 5 1．4 ‘9 4 2 5 5． 7 0 8 1 0 5 J〕

／′ 五 戸 町 1 2．5 9 5 7 5 2 0．0 9 6 0 1 0 2 7

1 9 7 1 〝 0 4．4 9 1 1 5 2． 9 7 4 1 1 5．7

′′ 東 北 町 2 8 5ロ 8 5 5 5 0 8． 9 1 9 10 ス7

平　 均 2 8 11】7 8 1．2 8 2． 8 5 1 10 8．0 5 5 5．9 8 4 0 12 8．d

ネット仕立の増収効果は冷涼な東北町に比べて温暖

な五戸町がより高かった。

4　支柱仕立時の所要労働時間調査

各仕立法について仕立時に要する労働時間を測定し

た。調査法は男女各2名の計4名で作業した時間であ

る。

結果は10a換算で，合掌区が主に資材運搬，支柱

立て，合掌結びに5・7人，ネットA区は支柱立て，ネ

ット張りに4．8人，ネットB区は瞳幅が狭いために支

柱を多く必要とするために5．8人と多かった（第5表）0

労働時間はネット仕立は合掌仕立より少なく，いくぷ

ん省力できた。
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第5表　仕立法別による支柱仕立に要する労力

一　　 区 1 0 a 換　 算

面　 積 作　 業　 名 同時 間 合 計 時 間 作美 時 間 作 業 人 数 合掌 対 羞 合 掌 比

A【コ
掌

クが

資　 材 運　 搬

支　 柱　 た　 て

1 0 0

1 8 0 時間　 分 時間 分 人

0 1 0 0．0
竹

支
柱

1 4 5．8 0 合 掌 結 び

丸 竹 切 断

支 柱 先 端 卯 り

9 （i

2 1

2 0

‘． 5 7 4 5． 2 5 5．7

ネ

ノ
ト
支
柱
A
区

1 4 5．8 0

資 材 運 搬

支 柱 た て

ポ リ ロ ー プ 張 り

ネ ッ ト 張 り

丸 竹 切 断

支 柱 先 端 切 り

6

°8

4 0

2 2 0

4

4

5． 4 2 S R　 0 4 4．9

時間 分

一 8．1 9 8 °．1

ネ
ッ
ト
支

柱
B

区

1 2 1．5 2

資 材 運 搬

支 柱 た て

ポ リ ロ ー プ 張 り

ネ ッ ト 張 り

丸 竹 切 断

支 注 先 端 切 り

占

8 8

5 2

2 2 0

4

4

5． 5 4 4 5． 4 9 5．8　 °

　 分

＋2 8 1 0 0．9

＊男女各2人で作業し，作業時間は4人の平均

5　資材費調査　　　　　　　　　　　　　　15，798円，ネットA区がキュウリネット，九仇　木タイ

資材費の算出法は各仕立法とも，1989年4月の価格　　等に6，927円，ネットB区が10．072円を要した。

であり，各資材とも購入価格を第8表の耐用年数で除　一　資材費はネットA区が合掌区対比の45．9丸　岡B区

して，それぞれを積算した。　　　　　　　　　　　　が65．8序と著しく少ない。

‖圧換算の資材費は合掌区が丸竹，ポリテープ等に

第8表　支柱仕立法別資材費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19d9年

区
面　 二面 ‾‾ 資　 材　 名 使 用量 単　 価 耐用年数 金　 額 資 材金額 合掌対比

　 砂

1 4 5．8 0
ポ　 リ　 テ　 ー　 プ 2 9 7 m 0．4 円 1 年

　 円

2．5 0 5

　 円

1 5ノ 9 6 0
丸　　　　　 竹 2 5 4 本 2 8．0 5

1 4 5．8 0

ポ　 リ　 テ　 ー　 プ 2 0 8 7花 0．4 1

1，0 1 0 6，9 2 7 －8，8 8 9

ポ　 リ　 ロ　 ー　 プ 1 5 4 m 2．8 5

木　 の　 ク　 イ 8 本 5 4．0 2

丸　　　　　 竹 4 2本 2 8．0 5

キ ュ ウ リネ ット 4 5枚 2 0 0．0 5

1 2 1．5 2

ポ　 リ　 テ　 ー　 プ 1 8 7明 0．4 1

1，2 4 4 1 0，0 7 2 －5，7 2 4

ポ　 リ　 ロ　ー　 プ 1 5 1 7m 2．° 5

木　 の　 タ　 イ 8 本 5 4．0 2

丸　　　　　　 竹 4 4本 2 8．0 5

キ ュ ウ リネ ッ ト 4 5枚 2 0 0．0 5

4　考　　　　　察
はできる範囲内において支柱の高さは高い方が望まし

いとされている。また，山形県鳥試の成績でも，支柱

ナガイモの支柱に関する報告は少なく，支柱の高さ　　の長さと収量は無支柱＜5節摘芯＜短支柱（1．2m）＜

と収量については，沢田らによると芋の増収を計るに　　長支柱（57花）とされている。
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いずれも支柱の長さに銅する報告であり，支柱の仕

立方法を変えることにより，葉の受光面積の増軌集

中のN含量の多少，それらが及ぼす芋の肥大状況など

から，慣行の合掌仕立よりキュウリネットを使用した

直立ネット仕立が受光菓面積も増し，養分の同化生成

能力が優れているために，稟重が増加したものと解釈

される一方，Nの含量も多かった○

これらのことが根への養分の移行につながり収量が

高まったと考えられる。

仕立法をネット支柱仕立に変えることによって，そ

の適正栽植本数は518本／乙のネットA区より582本／乱

のネットB区が収量が高く．かつ芋の一本重も重いこ

とから，慣行の合掌（竹）支柱仕立の518本／且　より本

数の多い582本／a内外かそれ以上にあると考えられる。

また，も．A．工．では15・40内外かそれ以上と考えら

れる。

また，資材費について，ネットは竹よりも購入しや

すく，ネット支柱仕立で合掌（竹）支柱仕立資材費の

半分以下に軽減できる。

仕立時の労力もネット支柱仕立は合掌支柱仕立に比

べて0．9人／1日人／10aと少なく，昨今の人手不足の折

から若干でも省力し得る。

以上のことからネット支柱仕立法は合掌（竹）支柱

仕立法に比べて収量が高く，資材費も半減し．省力も

でき，慣行の合掌（竹）支柱仕立法に代わる有利性が

認められた。


